
３つのKによる「誰もが住みたい・住み続けたい南阿蘇村」の構築
熊本県南阿蘇村（2022年度選定）

6.取組成果
エシカル消費に対応した「くまもとあか牛」の生産と草原環境維持、視察・
体験・観光を目的とした「エシカル畜産業」による地域活性化をを図るため、
令和５年６月に「南阿蘇村草原再生・あか牛復興プロジェクト推進協議
会」を設立した。（以下構成員）

・南阿蘇村
・慶應大学大学院メディアデザイン研究科
・熊本県畜産農業協同組合連合会
・南阿蘇村商工会
・一般社団法人みなみあそむら観光局

「エシカルあか牛」の活用による持続可能な地域発展を目指すべく、くまも
とあか牛BBQ＆ファームツアー開催、また視察研修受入れを行った。

7.今後の展開策
メタンガスの排出が少ないあか牛の生産者を応援できる体制の構築、ト
レーサビリティに優れたあか牛の繁殖・肥育・加工・流通・消費の直接支援
コミュニティを講し、可視化を実現する取組を行った。
メタンガス削減研究でルミナップ給餌研究を開始し、解析結果を取りまと
める。
プロジェクトを紹介する展示スペース準備予定。8.他地域への展

開状況（普及効果）
令和６年１月１８日滋賀県畜産課視察研修受入れを行い、 協議会の取組の紹介を行った。

4.自治体SDGs推進等に向けた取組
本村の草原・自然景観を維持していく取組は、産官学金が参画している地域循
環共生圏づくりプラットフォームを活用し、都市部を巻き込みながら様々な施策を
展開する。

5.取組推進の工夫
選定前に構築した「南阿蘇村地域循環共生圏づくりプラットフォーム」の仕組みを
さらに継続、発展させていくことで本取り組みの推進に繋げている。

1.地域の特徴と
課題及び目標

南阿蘇村は、九州の中央、阿蘇カルデラの南部に位置し、人口は平成27年約11,500
人だったが、平成28年熊本地震の影響により令和2年国勢調査では9,836人と大幅に減
少した。
本村は、古来より循環型の農業を営み、村民すべてが誇りとする水や草原を守り育み、こ
の自然を未来へ継承していく必要があると考えるが、人口減少は喫緊の課題となっている。こ
の課題解決のためには、自然環境を最大限に活かし、産業の振興を図り、恵まれた環境に
よって生まれた活力を基に全ての村民が幸せを感じる村を目指すことが有効であると考える。

2.関連する
ゴール

3.取組の概要
(三側面をつなぐ統合
的取組概要を含む)

草原・自然景観を維持し、地下水涵養、生物多様性保全及び二酸化炭素吸収の役割を村全体で担い、豊かな自然環境、地域資源を最大
限に活用した観光や農業のブランド化、ビジネス創出による地域振興を進め、自然、文化、歴史などの地域資源を活かした教育推進により子ど
もの豊かな心を育み、若い世代に選ばれる村を目指す。

○主なステークホル
ダー
【産】九州電力、
（株）あそ望の郷
みなみあそ、
熊本県畜産協同
組合連合会
【官】南阿蘇村
【学】東海大学九
州キャンパス、慶應
大大学院
【金】肥後銀行

●草原再生などによる自然資源を活用した
  サービスの提供

・草原維持による地下水涵養
・放牧牛（あか牛）や湧水を活用した
特産品の提供
・都市農村交流などグリーンツーリズムの推進

●自立地域資源の活用
   ・新分散型社会
・潜在的なたな地域資源の創出及び特産品開

発による産業化
・観光資源として磨き上げられた自然景観と

牧野の維持

南阿蘇村

都市

●自然資源維持に向けた資金・人材
    などの提供

・野焼きボランティアへの参加
・特産品の購入・消費
・観光客として地域経済活性化

●自然資源維持に向けた資金・人材
    などの提供

・野焼きボランティアへの参加
・特産品の購入・消費
・観光客として地域経済活性化
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